








































































































た読者の なさ の判断に委ねるほかありません。ただし、当日は多数 参加者を得て、熱気のあるシンポジウムとな
ったことだけは事実として記録しておきます
。だからこそ、
これは報告書を出さ いわけにはいかないな
、という覚悟を決めて仕事を進めたわけであ
りまして。
 
もちろん、シンポジウムの成功は、ご多忙の中ちょっと変わ
った企画にも関わらず快く
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お引き受けくださ
った登壇者のみなさま
、企画の趣旨にご賛同いただき
、準備と当日の運
営にご尽力いただいた人文社会学研究所のみなさま
、お寒い中シンポジウムにご参集いた
だき
、率直なご質問を多数投げかけていただいた市民のみなさまのご協力あ
ってのもので
す
。また、本書の巻末では、当日のコーディネ ターーをしていただいた内浦さんに、本シ
ンポジウムと登壇者
(
特に横石さん、木村さん
)
についての解説もご寄稿いただきました。
 
 
末筆ながら
、関係のみなさまに改めて心からの感謝を申し上げます
。
 
 
おかげさまで、すてきな冊子ができました。ありがとうございました。
 
